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（写真）CNE “CNE 一次速報 得票率５１．２％でマドゥロ大統領の当選確定を発表” 

 

 

24 年 7 月 26-27 日（金・土） 

 

政 治                     

「マドゥロ政権 野党支持外国政治家の入国拒否」 

「CNE 外国の選挙監視団の歓迎イベントを実施」 

「投票２日前 投票会場２７カ所を変更」 

「CNE 投票場準備１００％完了」 

「マドゥロ政権 住宅５１０万戸目を供与」 

経 済                     

「政権交代の期待感からベネズエラ債価格上昇」 

「PDVSA Gas Caminpeg とガスダクト建設契約」 

社 会                     

「オリンピック開会式 ベネズエラ入場シーン」 

２０２４年７月２８日（日曜） 

 

政 治                    

「CNE 大統領選の一次速報を発表 

～ニコラス・マドゥロ大統領の再選が決定～」 

「マドゥロ大統領 大統領府にて勝利宣言」 

「MCM・ゴンサレス候補 選挙結果の受入拒否 

～ゴンサレス候補が新たな大統領～」 

「ベネズエラ大統領選 外国政府の反応 

～米国ブリンケン国務長官 有効性に懸念～」 

「選挙当日 イレギュラーは起きたが総じて平穏」 

「国内メディア 選挙結果に関する報道に配慮」 

「与党系世論調査会社 出口調査を公表」 
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２０２４年７月２６日～２７日（金・土）             

政 治                       

「マドゥロ政権 野党支持外国政治家の入国拒否」       

 

７月２８日 大統領選が開催された。 

 

今回の大統領選は暴力的な事件は起きず、平和的な環境

で行われたと言えるだろう。ただし、複数の問題は散見

されており、その１つが外国人政治家の入国拒否だろう。 

 

ベネズエラの大統領選を目前に控え、多くの外国の政治

関係者がベネズエラを訪問している。 

 

ただし、マドゥロ政権は、各国の政治家に対して「内政

不干渉の順守」と「自国主権の尊重」を求めており、野

党を支援している外国人政治家のベネズエラ入国を拒

否している。 

 

具体的には、スペイン「国民党（PP）」のミッション団

（少なくとも７名）がベネズエラへの入国を試みたが、

ベネズエラのマイケティア国際空港で入国を拒否され

た。 

 

PP は「MCM 氏・ゴンサレス候補から招待を受けたた

め、ベネズエラに議員団を派遣する」と発表していたが、

この発表を受けて、与党「ベネズエラ社会主義統一党

（PSUV）」のディオスダード・カベジョ副党首は入国を

拒絶する趣旨の発言をしていた（「ベネズエラ・トゥデ

イ No.1090」「No.1091」）。 

 

他、パナマの Mireya Moscoso 元大統領、コスタリカの

Miguel A. Rodríguez 元 大 統 領 、 ボ リ ビ ア の Jorge 

Quiroga 元大統領、メキシコの Vicente Fox 元大統領、

コロンビアの Marta Lucía Ramírez 元副大統領らを乗せ

た飛行機（Copa Airline）はパナマから出国することが

出来なかった。 

最終的に元大統領・元副大統領らはベネズエラへの入国

を断念し、飛行機を降りたという。 

 

これらの元大統領は「IDEA」というグループを組織し、

マドゥロ政権に否定的な活動をしている。 

 

（写真）@ConVzlaComando 

 

また、コロンビアの首都ボゴタ市のクラウディア・ロペ

ス元市長もベネズエラから送還されたと訴えた。 

 

詳細は不明だが、ロペス元市長は「入国を拒否された」

ではなく「送還された」と発言しており、ベネズエラに

滞在していたが、強制的にコロンビアに戻されたと思わ

れる。 

 

他にもチリのフェリペ・カスト議員、ホセ・マニュエル・

ロハス議員、コロンビアのアンヘリカ・ロサノ議員もベ

ネズエラへの入国を拒否された。 

 

マドゥロ大統領は、これらの外国人政治家（特に IDEA

に所属する元大統領ら）の入国拒否についてコメント。 

 

「ばかばかしい。彼らは“ペルソナ・ノン・グラタ（歓迎

されない者）”であり、入国できないことは最初から知

っていた」「彼らは極右であり、差別主義者であり、CNE

は彼らを招待していない」と言及している。 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/ca28e06f9ce33d114fa8a3bff67405d7.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/ca28e06f9ce33d114fa8a3bff67405d7.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/2fc6104ae6f0e72c7c0596f387ff7347.pdf
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「CNE 選挙監視団の歓迎イベントを実施」         

 

７月２５日夜 CNE は、外国の選挙監視団を歓迎する

趣旨のイベントを実施した。 

 

今回の大統領選には「ラテンアメリカ・カリブ海共同体

（CELAC）」、「カリブ共同体（CARICOM）」、「米州連

合選挙組織（UNICORE）」、「アフリカ連合」、「カーター

センター」「国連選挙専門家パネル」などが参加。 

 

６３５人の外国の選挙監視員がベネズエラ国内で選挙

プロセスを監視するという。 

 

なお、バルバドス合意での合意事項になっていた「欧州

連合（EU）」の選挙監視団は派遣されなかった。 

 

本件について、エルビス・アモロソ代表は 

「彼らはベネズエラ政府関係者２７名に制裁を科して

おり、EU 域内の資産を凍結している」「そのような中立

性を欠いた認識で監視団が務まるか？」と EU 選挙監視

団の派遣拒否を正当化した。 

 

 

（写真）@cneesvzla 

 

 

 

「投票２日前 投票会場２７カ所を変更」                  

 

７月２６日 CNE のアイメ・ノガル役員（野党系役員）

は、自身のソーシャルメディア・アカウントにて、２７

の投票場の変更を発表した。 

 

投票場を変更した理由については明らかにしていない。 

 

会場が変更された２７カ所がある州は、アマゾナス州

（２カ所）、バリナス州（２カ所）、カラカス首都区（１

カ所）、ファルコン州（２カ所）、グアリコ州（２カ所）、

ララ州（３カ所）、メリダ州（２カ所）、ミランダ州（６

カ所）、トゥルヒージョ州（１カ所）、スクレ州（２カ所）、

タチラ州（２カ所）、スリア州（２カ所）。 

 

なお、投票場は全国１５，７６７カ所に設置されること

になっている。 

 

 

（写真）@angal 

“投票場の変更を発表するアイメ・ノガル CNE 役員” 
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「CNE 投票場準備１００％完了」         

 

前号「ベネズエラ・トゥデイ No.1094」（CNE ７月２６

日から投票場設営を開始）で紹介した通り、７月２６日

午前から投票場の設営準備が始まった。 

 

７月２７日 CNE のアイメ・ノガル役員は、３０，０

２６の投票テーブルの設置が完了したと発表した。 

 

前述の通り、投票場は全国１５，７６７カ所に設置され

る。投票場は、その地域の人口に応じて投票テーブルの

数が変わる。 

 

この投票テーブルは全国で３０，０２６設置される予定

だったので、１００％の投票テーブル設置が完了したこ

とになる。 

 

また、「選挙当日の秩序を守るため CNE 職員５０００

人を配置し、技術的な問題を解決するため６０００人の

技術者・オペレーターが準備している」と補足した。 

 

「マドゥロ政権 住宅５１０万戸目を供与」                  

 

大統領選の前日の７月２７日 マドゥロ大統領は、政府

が進めている無償で住宅を供与する社会開発プログラ

ム「Gran Misión Vivienda Venezuela (GMVV)」の住宅

供与式を実施した。 

 

今回供与した住宅の数は１２０戸。 

場所はカラカスのシモン・ボリバル地区 Ciudad Tiuna。 

 

マドゥロ大統領によると、今回の住宅供与により

GMVV 開始から５１０万戸の住宅が無償で供与された

という。 

 

 

 

マドゥロ大統領は、「経済ボイコットにも関わらず、我々

は家を建設し続けている」「外国の共謀や国内のサボタ

ージュ勢力は我々の発展を止めることはできない」と宣

言。与党への支援を求めた。 

 

 

（写真）Ultimas Noticias 

 

経 済                        

「政権交代の期待感からベネズエラ債価格上昇」           

 

米国メディア「Bloomberg」は、投資銀行「Barclays」の

アナリスト Alejandro Arreaza 氏のコメントを報道。 

 

マリア・コリナ・マチャド氏（以下 MCM）が支持する

「統一プラットフォーム（PUD）」のエドムンド・ゴン

サレス候補がマドゥロ大統領の票を上回る可能性があ

るとの見解を示した。 

 

Arreaza 氏は 

「野党がここまで優勢になったことはない」と指摘。 

「統一プラットフォームのエドムンド・ゴンサレス候

補が当選する現実的な可能性がある」 

「マドゥロ政権は、何度も想定を見誤り、現在の状況

に至った」とコメントした。 

 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/49e3be437749dd61154b46b1c5d474d2.pdf
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ゴンサレス候補が当選する期待感から、ベネズエラ債

（国債・PDVSA 債）の市場価格が上昇している。 

 

７月２６日時点のベネズエラ国債の市場価格は平均で

先週比８．７３％増、PDVSA 債は同８．５２％増とな

っている。 

 

「PDVSA Gas Caminpeg とガスダクト建設契約」                  

 

「PDVSA Gas」の Luis Gonzales 社長と、国軍公社「国

軍鉱山・石油・ガス産業公社（Caminpeg）」の Ovelio 

Barrera Corrales 社長は、ULÉ-Amuay 間のガスダクト

建設に関する契約を締結した。 

 

PDVSA Gas は、２０２５年からコロンビアに天然ガス

を輸出する契約を締結している。 

 

コロンビアへのガス輸出およびベネズエラ西部のガス

供給を安定させるために１３２キロのガスダクトを建

設するという。 

 

 

（写真）PDVSA Gas 

 

 

 

 

 

社 会                        

「オリンピック開会式 ベネズエラ入場シーン」           

 

７月２６日 パリオリンピックが始まった（オリンピッ

クは８月１１日まで続く）。 

ベネズエラからは３２人の選手が１１の種目に出場す

る予定となっている。 

 

ベネズエラ選手団は、７月２６日の開会式に参加。 

 

今回の開会式はスタジアム外で実施。 

船でセーヌ川を進む形式で行われた。 

ベネズエラ選手団は開会式の最終盤に登場した。 

 

 
（写真）@juegosolimpicos 

 

２０２４年７月２８日（日曜）              

政 治                       

「CNE 大統領選の一次速報を発表           

  ～ニコラス・マドゥロ大統領の再選が決定～」        

 

７月２８日深夜 「選挙管理委員会（CNE）」のエルビ

ス・アモロソ代表は第１速報を公表した。 

 

第一速報時点の開票率は８０％。 
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投票率は５９％ 

 

当選者は、与党「ベネズエラ社会主義統一党（PSUV）」

のニコラス・マドゥロ大統領で得票数は５，１５０，０

９２票（暫定値）。得票率は５１．２％。 

 

「野党統一連合（MUD）」のエドムンド・ゴンサレス候

補の得票数は４，４４５，９７８票（暫定値）。 

得票率は４４．２％だった。 

 

その他、８名の候補の合計得票数は４６２，７０４票。 

 

解消率８０％の段階で言えば、他の野党候補の票が全て

ゴンサレス候補に流れていたとしてもマドゥロ大統領

の得票数に及ばなかったということになる。 

 

 
（写真）@ConElMazoDando 

 

 

 

アモロソ代表は、「（開票率８０％の段階ではあるが）今

回の結果は不可逆的」と述べており、マドゥロ大統領の

再選が決定したとの認識を示している 

 

また、アモロソ代表は「CNE の集計伝達システムが攻

撃を受け、速報の発表に遅れが生じた」と言及。 

 

検察庁に対して、我が国の選挙システムおよび CNE 職

員らを攻撃しようとするテロ行為の捜査を開始するよ

う求めた。 

 

「マドゥロ大統領 大統領府にて勝利宣言」           

 

CNE の発表を受けて、マドゥロ大統領は大統領府ミラ

フローレス前で演説を実施。 

 

選挙結果を受け入れ、国民のために大統領の職務を継続

すると表明した。 

 

また、極右グループが、CNE の投票伝達システムを妨

害し、集計に遅れが生じたと指摘。検察庁に対して、選

挙システムを妨害したグループの捜査を行うよう要請

した。 

 

 

（写真）PSUV X 
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「MCM・ゴンサレス候補 選挙結果の受入拒否      

      ～ゴンサレス候補が新たな大統領～」          

 

CNE の発表から１時間ほど経過し、野党陣営は記者会

見を実施。 

 

MCM 氏は「本日、ベネズエラに新たにエドムンド・ゴ

ンサレス大統領が誕生した」と宣言。CNE の発表を拒

絶する意思を表明した。 

MCM 氏は「マドゥロ政権は、国民の意志を侵害し投票

を改ざんした」と主張。 

野党側が持つ開票率４０％時点の独自集計によると、ゴ

ンサレス候補の得票率は７０％であるのに対して、マド

ゥロ大統領の得票率は３０％だったと説明した。 

 

ゴンサレス候補も「ベネズエラ国民の意志が尊重される

まで休むことはない」と宣言。MCM 氏の主張をサポー

トした。 

 

（写真）@France24_es 

 

また、今後の方策については追って発表するとしており、

現時点で街頭での抗議行動の呼びかけは行っていない。 

 

ただし、基本的には抗議行動が唯一の手段になるだろう。 

 

MCM 氏・ゴンサレス候補は「我々は暴力的な抗議行動

を呼びかけておらず、平和的な意志の表明を求めている」

「我々が掲げている調和と共存の方針は続いている」と

補足した。 

 

「ベネズエラ大統領選 外国政府の反応           

 ～米国ブリンケン国務長官 有効性に懸念～」          

 

ベネズエラの大統領選の重要なポイントは２点。 

「マドゥロ大統領とゴンサレス候補のどちらが勝利す

るか」と「今回の選挙が国際的に認められるかどうか」

である。 

 

米国のアンソニー・ブリンケン国務長官は、CNE の発

表について懸念を表明。 

「ベネズエラの選挙当局による発表の有効性に深刻な

懸念を抱いている」「今回の選挙結果がベネズエラ国民

の意志を反映していないのではないかと懸念している」

「反対勢力と情報交換を行うことになる」と言及した。 

 

現在、ブリンケン国務長官は「日米豪印戦略対話

（QUAD）」の外相会合で東京を訪問しており、この会

見には日本を含む QUAD のメンバーも同席していたよ

うだ。 

 

米国の他にアルゼンチン、チリ、コスタリカ、エクアド

ル、パナマ、パラグアイ、ドミニカ共和国、ウルグアイ

政府が CNE の発表の信頼性に懸念を表明している。 
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「選挙当日 イレギュラーは起きたが総じて平穏」           

 

投票当日の様子について紹介したい。 

 

投票は全体的に平和的な環境で進んだ。 

 

与野党支持者による目立った衝突は報じられておらず、

明確な選挙法違反は確認されていない。また、野党の迫

害などは少なかった。与野党がメディアを通じて双方を

批判し合うようなこともほとんどなかった。 

 

CNE のアモロソ代表は、午前６時の時点で全ての投票

会場が開場したと発表。開場の遅れはなく、有権者は投

票を通じて意志を表明できると説明した。 

 

投票プロセスが遅れているという事象も確認されてお

らず、与野党ともに「投票に要する時間は３０秒～１分」

という認識で一致している。 

 

パドリーノ・ロペス国防相は「一切の衝突は報告されて

いない」「平和的な環境で選挙プロセスが行われた」と

コメント。 

 

タレク・ウィリアム・サアブ検事総長も「特筆するべき

重大な訴えは報告されていない」と言及。 

 

野党「統一プラットフォーム」も「事件の報告はほとん

どない」と説明しており、特筆するほど大きな問題は確

認していないとの認識を示している。 

 

ただし、いくつかのイレギュラーは報じられている。 

報道されているイレギュラーを紹介したい。 

 

 

 

 

 

＜VV 党員の拘束＞ 

７月２６日～２７日にかけて MCM 氏が党首を務める

「Vente Venezuela」の党員４名が拘束された。１名は

ミ ラ ン ダ 州 で ロ ジ ス テ ィ ク ス 担 当 を し て い る

Humberson López 氏だった。 

 

＜投票証人メンバーの投票場入場拒否＞ 

野党が指名した投票証人メンバーが投票場への入場を

拒否される訴えが散見されている。ポルトゥゲサ州

Araure では、CNE 職員が野党の投票証人メンバーの投

票場入場を拒絶。警察が CNE 職員を拘束する騒動が起

きた。 

 

他、与党支持者と思われるバイクに乗った集団「コレク

ティーボ」が投票場前に集まり、野党の投票証人メンバ

ーが投票場に入場するのを妨害する騒動も確認された。 

 

＜投票の監視＞ 

国営大学「国家安全実践大学（UNES）」の投票場で、警

察が投票を監視し、秘密投票の原則を違反したとの訴え

が確認された。 

 

「国内メディア 選挙結果に関する報道に配慮」           

 

今回の選挙の特徴の１つは、CNE 以外に選挙の進捗に

ついて報じるメディアがほぼ無かった点である。 

 

通常の選挙では、選挙当局の発表の前にメディアが出口

調査などを報じることが多い。 

 

しかし、「ベネズエラ・トゥデイ No.1093」でも紹介し

た通り、検察庁は「選挙結果を発表することができるの

は CNE のみであり、CNE の権限を侵害することは犯

罪に該当する」と警鐘を鳴らしていた。 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/36d7605daf653746e7806f1b019572d3.pdf
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また、CNE のアイメ・ノガル役員も「世論調査を含め

て、選挙結果について、事前に言及することは禁止され

ている」と警告。 

 

これらの警鐘を受けて、メディア各社は選挙結果につい

て言及することを避けており、報道は選挙の進捗状況の

報告に留まった。 

 

「与党系世論調査会社 出口調査を公表」           

 

本稿「国内メディア 選挙結果に関する報道に配慮」で

紹介した通り、検察庁・CNE は CNE の発表の前に選挙

結果に言及することを禁止していた。 

 

し か し 、 与 党 系 の 世 論 調 査 会 社 と し て 知 ら れ る

「Hinterlaces」は、ソーシャルメディアにて７月２８日

（日曜）正午時点の出口調査を発表。マドゥロ大統領の

優勢を報じた。 

 

Hinterleces によると、 

・想定投票率は６１．５％ 

・マドゥロ大統領の得票率は５４．５７％ 

・ゴンサレス候補の得票率は４２．８２％ 

・その他候補の得票率は２．６１％ 

と報じた。 

 

この発表を受けて、ゴンサレス候補は Hinterlaces を批

判。「虚偽の情報を拡散することは法律違反」と主張し

た。 

 

なお、Hinterlaces の出口調査は CNE が公表した実際の

投票結果と非常に近い結果になっている。 

 

 

 

 

 

 

（写真）Hinterleces X 

 

以上 


